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１．平成２６年度事業報告 

（１）調査 

① 埋蔵文化財包蔵地内における開発行為８１件について事前審査を行い、うち５０件の確

認調査、５件の工事立会を実施した。このうち内畑遺跡（元町）と姫方遺跡（姫方町）、儀

徳遺跡（儀徳町）の３件については本調査を実施し、開発と文化財保護の調整に努めた。

<４～１0 ページ> 

② 平成２５年度に実施した藤木遺跡の発掘調査報告書と平成26年度の文化財事業の概

要を記した文化財年報を作成・刊行した。 

③ 文化資源充実事業について、記者室の佐賀新聞の整理と鳥栖市誌編纂事業後中断

していた佐賀新聞の記事見出しの整理に着手した。 

 

（２）保護・管理 

① 指定文化財（国２件、県２件、市他１４件）等の管理を、所有者や地元団体に委託又は、

補助を行い、保護に努めた。 

  田代太田古墳では、樹木の枝落しと竹の伐採を行い、遺跡の保存、管理を行った。<写

真Ａ> 

② 文化財防災啓発の一環として、３月２５日に宿町船底神社境内で消防訓練を行った。<

写真Ｂ> 

③ 史跡等の管理として安永田史跡公園等の下草刈りを行うとともに、庚申堂塚の説明板の

修繕を行った。 

④ 装飾古墳の田代太田古墳・ヒャーガンサン古墳で、温湿度変化のデータ収集、目視に

よる環境観察を行った（熊本県立装飾古墳館の協力により平成２２年１２月から継続）。 

 

（３）普及・啓発 

① 市重要文化財の２６８号機関車の公開を、鉄道ＯＢ会鳥栖支部と協働で、５月１１日、１１

月２日、３月１４日に行い、合計５７１人の見学者があった。 

② 装飾古墳の田代太田古墳・ヒャーガンサン古墳の一般公開を１２月７日に行い、延べ２５

８人の見学者があった。ヒャーガンサン古墳には、これ以外で年間約４００人の見学があっ

た。<写真Ｃ> 

③ 鳥栖のまちづくりと歴史・文化講座『鳥栖の集落と交通』２を全８回開講し、合計２６４名の

参加があった。<写真Ｄ> 

④ 勝尾城筑紫氏遺跡を核とする地域の歴史と文化財を活かしたまちづくりを市民と協働して

目指す「ふるさと元気塾」を開講し、ボランティアガイドの育成を行った。 

⑤ 市民一般を対象に、市誌編纂のため収集した古文書をテキストにした古文書解読講座を
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開講し、延べ３８０人の参加があった。 

⑥ 平成２５年度に本調査を実施した村田三本松遺跡（村田町）と藤木遺跡（藤木町）の成

果を展示する文化財調査成果展を６月１８日～７月４日に鳥栖市立図書館で開催し、８０

０人の観覧者があった。<写真Ｅ> 

⑦ 小中学校教育における総合的な学習の支援を行い、安永田遺跡・剣塚古墳・ヒャーガ

サン古墳等の史跡、あるいは旭文化財収蔵庫において考古資料や民具類等を公開した

ほか、郷土の歴史・文化財や自然分野についての質問対応などを行った。<写真Ｆ> 

 

（４）勝尾城筑紫氏遺跡 

① 史跡整備基本計画に基づき、葛籠城跡地区整備に伴う土地公有化事業に着手し、対

象地区１２５，０８９㎡のうち、３０，６３１㎡について公有化を行い、合計で６５，２８８㎡（約

52％）となった。 

② 史跡の整備・管理の一環として、史跡内の樹木伐採・下草刈りを行った。 

③ 遺跡見学会を５月１８日と１１月３０日に行い、２７５名の参加があった。市制６０年記念事

業の一環として行った秋の見学会では、大友宗麟鉄砲隊による演武を行った。<写真Ｇ> 

 

（５）会議 

① 文化財保護審議会は、第１回を５月２３日に開催し、平成２５年度事業報告と平成２６年

度事業計画について報告した。第２回は１１月１８日に開催し、出土品取扱い基準の検討

を行い、承認を受けた。また、勝尾城筑紫氏遺跡葛籠城跡地区の確認調査現場の現地

視察を行った。 

② 勝尾城筑紫氏遺跡保存整備委員会は、１月２６日に開催し、現地視察と平成２６年度

の確認調査についての報告と平成２７年度の確認調査についての検討を行った。 
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写真Ａ 田代太田古墳樹木枝落し後 写真Ｂ 文化財防火訓練（宿町船底神社） 

写真Ｃ 田代太田古墳一般公開 写真Ｄ 歴史・文化講座の現地研修 

写真Ｅ 文化財調査成果展 写真Ｆ 旭小学校の社会科見学 

写真Ｇ 勝尾城筑紫氏遺跡見学会での大友 

宗麟鉄砲隊の演武 
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内畑遺跡 

【 所 在 地 】 元町字内畑 1092 番 16（3 区）、1092 番 4（4 区） 

【遺跡の時代】 弥生時代、近世 【 種 類 】 集落跡 

【調査面積】  約 800 ㎡  

【事業の原因】 アパート建設（3 区）、宅地分譲（4 区） 

【調査期間】  平成 26 年 5 月 7 日～7 月 28 日 

【調査の概要】 

当該調査区は、轟木川左岸

の標高約 18ｍの低位段丘上

に立地する。江戸時代には調

査区北側に長崎街道が通り、

周辺には瓜生野村が所在し

た。周辺では過去に弥生～古

墳時代の集落跡や甕棺墓を

中心とした墳墓跡を確認し

ている。 

調査の結果、３区では、弥

生時代の住居跡５軒、江戸時

代の溝１条、時期不明の溝と

土坑を確認した。住居跡は大

部分を掘削されており、床面

がわずかに残るのみであっ

た。４区では、弥生時代の住

居跡６軒、土坑２基、貯蔵穴

１基、江戸時代の溝１条、不

明土坑９基を確認した。 

３、４区で確認した江戸時

代の溝は、幅約 1.5ｍ、深さ

0.3～0.6ｍで、陶磁器や瓦が

出土しており、江戸時代後期

のものとみられる。 
上 調査区全景 

下 近世の区画溝(4 区 



- 6 - 
 

姫方遺跡２区 

【 所 在 地 】 姫方町字姫方 216-1、215-5 

【遺跡の時代】 弥生時代 【 種 類 】 集落跡 

【調査面積】  約 250 ㎡ 【事業の原因】 共同住宅建設 

【調査期間】  平成 26 年 5 月 30 日～6 月 24 日 

【調査の概要】 

 本川川右岸の標高約 17ｍの低位段丘上に立地し、現況は宅地として利用されてい

た。800ｍ東は小郡市と県境を接しており、西海道が推定される地点である。また小

郡市の間は湿地帯であることが確認調査等で判明している。150ｍ南には、肥前国風

土記にも記載されている姫古曽神社が鎮座している。 

 調査の結果、弥生時代後期の溝 2 条、時期不明の住居跡 1 軒を確認した。溝が環

濠の性格を持つものなのか、この調査面積から判別するのは困難だが、溝の規模、

地形、歴史的状況から環濠集落が展開している可能性が高い。溝 1 は幅 2ｍ、深さは

1ｍ程度、溝 2 は幅 0.8ｍ、深さ 0.5ｍ程度である。形状は逆台形及びＵ字形であり、

掘り直された形跡を見ることができる。住居はコーナー部分のみの確認である。 

遺物は、コンテナ数で 20 個、弥生土器、鉄器、石器を確認している。2 条の溝と

も後期前半～中頃の範疇の土器が出土している。 

  

姫方遺跡全景（東から）           溝（北から）
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儀徳遺跡 

【 所 在 地 】 儀徳町字村内 3100－1 外 7 筆 

【遺跡の時代】 弥生時代、古代 【 種 類 】 墳墓跡、集落跡 

【 調 査 面 積 】 約 2000 ㎡ 【 事 業 の 原 因 】 宅地造成 

【 調 査 期 間 】 平成 26 年 10 月 27 日～3 月 20 日 

【 調 査 の 概 要 】 

当該調査区は、朝日山から

南へ延びる低位段丘の西先

端付近の標高約 11ｍの低位

段丘上に立地する。過去に周

辺でも弥生時代の墳墓跡を

確認している。 

調査の結果、甕棺墓 30 基、

土壙墓 51 基、石棺墓 11 基、

土坑 20基を検出した。また、

確認調査で古代の土師器を

確認していたが、同時期とみ

られる遺構は瓦器碗が出土

した土坑１基を検出したの

みであった。 

弥生時代の墓地は、甕棺墓を中心とする中

期と石棺墓を中心とする後期に造営された

とみられ、一時的な隔絶があるもののほぼ同

じ方位で列状に埋葬されていた。このことか

ら、隔絶の間も当地区に墓地の様相が残るか、

墓地として認識されていたことが考えられ

る。 

なお、遺物は弥生時代中期の土壙墓から銅矛切先

１点と磨製石剣１点、２基の石棺墓から鉄鏃などの

鉄製品が出土した。 

 

 

上段 調査区全景（西から） 

中段 石棺墓検出状況 

下段 SP71 出土銅矛切先 
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勝尾城筑紫氏遺跡  葛籠城跡地区（重要遺跡確認調査） 

【 所 在 地 】 山浦町字中原 3181 他 5 筆 

【遺跡の時代】 中世 【 種 類 】 城郭 

【 調 査 面 積 】 140 ㎡ 【 事 業 の 原 因 】 整備事業に伴う調査 

【 調 査 期 間 】 平成 26 年 10 月 24 日～2 月 25 日 

【調 査 の 概 要 】 

 葛籠城跡地区は、過去、平成 8・16

年度の 2 か年にわたり、確認調査を実

施しているが、今回、主郭の南東谷部

については下記の目的で調査をおこな

った。なお調査期間は平成 26・27 年度

を予定している。 

①葛籠城の通路や出入口の可能性が

あり、関連する遺構の有無やその状況

の把握。 

②空堀の深さや形状の確認。 

 

 

トレンチ配置図 

①については、通路や出入口につい

ては確認できなかったが、土塁が一部

途切れている箇所が人工的に築かれた

ものであることが判明し、水を城外に

排出される施設の存在が疑われる。②

については断面がⅤ字形、深さ 1.8ｍの

空堀を検出し、過去の調査事例と鑑み、

葛籠城跡を東西にかけて築かれている

空堀は、現状で平均して 1.8ｍ埋没して

いることが判明した。 

 

上：空堀  下：土塁及び水路 



 

9~10 
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２．平成２７年度事業計画 

(１)調査 

① 市内各地に分布している埋蔵文化財について、開発に際し事前の確認・試掘調査

を実施して開発との調整を図り、その保護に努める。 

② 昨年度に発掘調査を実施した内畑遺跡(元町)、姫方遺跡(姫方町)、儀徳遺跡

（儀徳町）の整理を行い、報告書を作成・刊行する。 

③ 文化資源充実事業については、調査手法の検討を進め、可能なところから調査や

資料の収集を行う。 

 

(２)保護・管理 

① 文化財の保存管理として、国・県・市指定文化財を中心に史跡・民俗芸能等に対し、

所有者や地元団体に委託あるいは補助金の交付を行うとともに、道具類の補修・新

調に対する補助を必要に応じて行い、これらの保存に努める。 

② 史跡等の保全管理について、下草刈りや雑木の伐採、あるいは案内板の点検等

を適時行い、見学者の利便を図る。 

③ 過去の調査で出土した遺物類や記録、あるいは市誌編纂事業の過程で収集した

資料の取り扱いについて、整理を進めるとともに、保存活用方法の検討を行う。 

④ 整理室の再編と収蔵遺物の再整理に着手する。 

 

(３) 啓発・普及 

① 文化財常設展示を５月１日から鳥栖市立図書館で開始した。その一環として、平成

２６年度に調査を実施した内畑遺跡、姫方遺跡、儀徳遺跡の成果を、７月から展示

公開する。 

② 田代太田古墳・ヒャーガンサン古墳・２６８号機関車等の一般公開、勝尾城筑紫氏

遺跡の見学会等の開催、小中学校における総合的な学習の支援、一般向けの出

前講座等により、広く郷土の歴史・文化や文化財の周知・理解に努める。 

③ 市民を対象にした「鳥栖のまちづくりと歴史・文化講座」「郷土資料講座」を開講する。

歴史・文化講座は、「鳥栖の集落と交通」をテーマとして全８回の座学と現地見学を

行う<Ｐ12>。郷土資料講座は、市内の古文書を教材として初心者コースと中・上級

者コースを開講する。 

④ 歴史と文化財を活かしたまちづくりを目指して、市民と協働した「ふるさと元気塾」を開
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講し、史跡ガイドの育成等に努める。 

 

(４)勝尾城筑紫氏遺跡 

① 史跡整備基本計画に基づき、葛籠城跡地区の公有地化を進めるとともに、整備地

区での遺構等の状況を確認する調査を実施する。 

② 史跡の保全管理と、葛籠城を中心に現況調査を行う。 

 

 

平成２７年度鳥栖のまちづくりと歴史・文化講座年間計画 
 

回 日 時 内 容 会場／集合 

１ 
６月７日(日) 

１３：３０～１７：００ 

 「轟木宿を歩く」 
轟木町日子神社 

 （見学先）轟木町周辺の史跡めぐり 

２ 
７月４日(日) 

１３：３０～１７：００ 

 「轟木町の成り立ち」 鳥栖北まちづくり 

推進センター   ■講師 高尾 平良 氏（鳥栖市文化財保護審議会） 

３ 
８月１日(土) 

１３：３０～１５：３０ 

 「長崎街道の成立と江戸時代の旅と街道」 若葉まちづくり 

推進センター   ■講師 高尾 平良 氏 （鳥栖市文化財保護審議会） 

４ 
９月１３日(日） 

 ８：３０～１７：００ 

 「長崎街道沿線の史跡めぐり」 鳥栖市役所 

職員玄関前   （見学先）小田宿、塚崎、嬉野、俵坂、塩田 

５ 
１０月２４日(土) 

１３：３０～１５：３０ 

 「幡崎村の成り立ちとくらし」 基里まちづくり 

推進センター   ■講師 藤瀬 禎博 氏 （鳥栖郷土研究会） 

６ 
１１月８日(日) 

１３：３０～１７：００ 

 「幡崎町を歩く」 基里まちづくり 

推進センター   （見学先) 幡崎町周辺の史跡めぐり 

７ 
１２月５日(土) 

１３：３０～１５：３０ 

   未定 
未定 

  ■講師 未定 

８ 
１月１１日(日) 

 

   未定 
未定 

  （見学先）未定 
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